






























































を思い生霊となっ 悩まし、女の兄に殺されては死霊となって兄に女 殺させる清玄の名を借りた作品『浮世清玄廓夜桜』 （明治
17・
1893 年、市村座） 『北条九代名家功』 （明治
17・
1983 年、猿若
座）六代目菊五郎の死神が登場する『盲長屋梅加賀鳶』 （ 『加賀鳶』 、明治
19・
1895 年、千歳座） 『五十三駅扇宿付』 （ 『岡崎の猫』明治
20・








1881 年、春木座） 「茨木」 （明治
16・
1883 年、新富座） 『船弁慶』 （明治
18・





















1741 年、大阪・豊竹座） 、 『彩入御伽草』
（歌舞伎、文化
5年、江戸・中村座）などの歌舞伎や浄瑠璃が先
行している。 『新皿屋敷月雨暈』をこれら 先行する演劇と比較すると、題材としてはお家騒動と連結されており番町皿屋敷よりも播州皿屋敷の系譜であることがわかる。愛妾であったが、悪事を目撃して無実の罪を着せられ讒言されて無残に殺害されるお蔦の幽霊の出現は、無実の罪で殺害される『好色芝紀島物語』の敷島や『有松染相撲浴衣』 お牧の流れであろう。黙阿弥の維新後の作品は非業の死を遂げた女性の幽霊の出現が多いが、決して女性の幽霊自体が復讐するわけではない　『北条九代名家功』 で北条高時が天狗を見る話の原典は 『太平記』である。 『太平記』のこ 部分に比べてずっ 精細な描写によって描かれている。　また、 『土蜘』 『釣狐』 『茨木』 『船弁慶』 『紅葉狩』は能を舞伎化






作の長唄『我背子恋の相槌』 （天明元年、江戸・市村座） 、三世桜田治助作の常磐津『来宵蜘蛛線 保
8年、江戸・市村座） 、長





1741 年、江戸 ・ 中村座） 、長唄『渡








ろした通し狂言である。三世沢村田之助は芝居中の事故 より脱疽となり、やがては四肢を失い発狂して死亡した悲劇 役者として名高いが、既にこの時片足 切断していながら敷島とお玉の一人二役を早変わりで演じたという　
敷島は吉原三浦屋の有名なおいらんであるが、かつての同僚の
遊女お玉がこの店の女将になっ おり内心嫉妬心を だいている。女郎屋での盗難事件が相次いだ際に、遣手婆お爪と源四郎（実は










































































源四郎にとどめをさされた。傳助にしきりに問われているうちに、とうとう源四郎にも敷島の姿が見える。源四郎は殺害した敷島の死体を海に捨てたばかりであり、敷島の霊は出現したばかりである。 捨てて初めて人魂にな 幽霊になるという幽霊の誕生の経緯が描かれている。この場面を見る限り、死体が捨てられる→拠り所が無くなる→人魂・幽霊になる、という流れ なっ いる様が読み取れる。　
また、人魂を見た当初はふてぶてしかった源四郎が少しずつ薄



















河童ぢやアないかえ。 （ト源四郎又洗 うとして、 ）
源四
　






















































































































































































































































































































































をしており、愛しあっていた敷島が悔しくて迷って逢いに来たのか、それとも敷島や和歌野を思う故に見たことか、いずれにしても「心の疲 」によるものとしている。ここには、 既に、 後の『木間星箱根鹿笛』に いて幽霊を見るのは「神経病」とする明治開化期に流行した「怪談神経病説」につながる解釈 登場し いる。しかし、この芝居は『好色芝紀 物語』だが、副題は『怪談敷島物語』であり、怪談をテーマ していることは間違いない。 『木間星箱根鹿笛』も副題が『おさよの怪談』であり、黙阿弥は維新後も怪談を怪談として描くことに積極的であった 思われ 。　『好色芝紀島物語』では、敷島の幽霊は悪事をたくらんだ者たちを驚かし怖がらせ、また真実を愛するものに語 はするが 幽霊自身の力により悪事をたくらんだ者たちを滅ぼすこと ない。₃、 『新皿屋鋪月雨暈』
　
小幡小平次や宇津野谷峠、佐倉宗吾などの男性の幽霊を多く
扱った江戸期と比して、黙阿弥の維新後の には女性の幽霊が目立っている。 『好色芝紀島物語』 だけではなく 『木間星箱根鹿笛』
『新皿屋鋪月夜雨暈』における幽霊、化猫が女性に化身する怪異と言うことでは 『有松染相撲浴衣』 と、 女性の幽霊や物怪が目立っている。　『新皿屋鋪月夜雨暈』では、磯部の愛妾お蔦は、謀略を聞いてしまったために、事実無根の讒言をされ、無残に殺害される。美しい女性が謀略に巻き込まれ事実無根の讒言で 惨パターンは『
好色芝紀島物語
』 『有松染相撲浴衣』と共通であり、
また謀略で無惨に殺害という部分だけで見るならば『木間星箱根鹿笛』をもそれに加えるこ ができる。　『好色芝紀島物語』と同様、 『新皿屋敷月雨暈』もまた非業の死を遂げるお蔦の幽霊は、幽霊自身の力で悪を滅ぼすわけではない。悪人 驚かし、信頼する人のところに現れ真実 語る。　お蔦は、磯部主計之介の愛妾だが、岩上吾太夫・典蔵親子らの










































































































































































是は何れの飼猫なるか、手紙を銜え來りしは、は 心得ぬことで ある。 （ト猫紋三郎の前へ手紙を置く紋三郎取上









































天樹院（千姫）の屋敷跡地である 、夫亡き後 愛人であった花井と花井が戯れていた少女を、天樹院 かつて殺害して死骸を井戸に投げ入れた場所であった。その屋敷跡で、青山は、侍女のお菊が十枚揃いの皿を一枚を割 ということで十本 指のうちの一本を斬り、お菊は青山を恨んでかつて花井と少女が投げ入れられた古井戸に飛び込んで死んだ、というものである。　『新皿屋敷月雨暈』は江戸番町と播州姫路両者の伝説を取り入れて作られている。　黙阿弥の怪談はこのように、幽霊が悪者を脅かすだけではなく、









いて、怪異な存在をどのように表現するかは話芸・芝居・文芸を問わず怪談を創作するもの 共通したテーマであったろう。三遊亭円朝は、 『怪談牡丹灯籠』でお露主従の幽霊は伴蔵の作為であると語りながら余地を残し、お国の幽霊は憑依にとどめて神経病による もよらぬとも解釈ができ 可能性を残すというように意図的に曖昧に語った。　
幽霊という実体のない存在は近代合理主義により神経病という
心の病とされ、谷口基の指摘のように有象無象 霊は、見る者神経病として抑圧する一方で、近代国家創設のために役に立ったと思われる人物の霊を神霊として祀ることで強力に帝国主義 進展させるというシステムが恣意的に国家に って推進されていく。しかしながら、人間の知がすべてを理解できるという傲慢な近代合理主義とは裏腹に、 間 感覚で らえきれないものは存在し、それを語ろう描こう す 怪談は消滅 こと く続 てゆく。　
近代合理主義への違和感と抵抗から、円朝が「怪談神経病説」
を逆手にとって曖昧にぼかしてど ようにでも解釈で るように語った描き方を、黙阿弥もまた『木間星箱根鹿角笛』で行ってる。登場人物のセリフから一見「怪談神経病説」を肯定的に描いてい ようだが、劇全体の構成を考えて見ると幽霊や怪異は一概に否定されておらず 幽霊は病理的な現象であ もないとれるような曖昧な描かれ方 な いる。　
一方、こうした「怪談神経病説」の逆用とは った方向性とし
て桃川如燕の『百猫伝』等の講談や歌舞伎の「化猫譚」が存在する。平安期には天皇や貴族等の上流階級のペットだった だが室町期以後には飼猫は普及しはじめ江戸期 入ると次第 庶民に


















































売り生計をたてるという記事が散見し、時には不法 飼い猫 捕獲して処罰されてい 。このことからも近代初頭に猫に対す 興味関心が高まっていることが推測できる。 「神秘性を秘めな ら人間のそばで暮らす猫は、人間の想像力を喚起 てきた。そのは
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